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１ 単元について 

（１） 本単元で育てたい数学的な考え方 

 本単元では，２位数と，１００を少し超える数の概念を養うことをねらいとしている。ここでは，

次のような見方・考え方が指導のポイントとなる。 
【内容に関わる数学的な考え方】 
 
 
 
 
 
 十進位取り記数法によれば，数をかく位置の違いを利用するので，使用する記号が少なくて済むこ

とや，大小の判断をする際にも簡単にできるようになるなど，具体的な内容の取り扱いの中で，この

記数法のアイディアのすばらしさを理解することも大切である。 
 このような内容に関わる数学的な考え方のほかに，学ぶ態度に関わる数学的な考え方として，次の

ようなものが挙げられる。 
【学ぶ態度に関わる数学的な考え方】 
 
 
 
（２） 児童の実態 

（３）数学的な考え方を育てるための算数的な表現力 

①１０のまとまりを意識するために ③１０を単位にして数をとらえられるようにするために 

１０ずつまとめるよさには，大きな数を数える場合に，途中であっても数え直せるよさと一目見た

だけでいくつあるのかすぐ分かるよさがある。１０ずつまとめるという活動は，数の十進法構造その

ものであり，位取り記数法に直結するものだからである。本単元では，プリンカップを用いて，１０

の固まりを意識させる算数的活動を取り入れ，１０を単位にして数をとらえられるようにした。 

②１０がいくつと１がいくつという意味の理解のために 

④数を半具体物で表すことのよさを理解するために 

「１０がいくつと１がいくつ」というとらえ方は，日本語の命数法と合った数のとらえ方である。

十進位取り記数法の基本でもある。本単元では，計算棒と位取りシートを利用して，数を表現する活

動を取り入れた。このことにより，位を意識することにつながると考えた。また，数を半具体物で表

すという考え方の育成にもつながると考える。 

⑤友達と交流することで，自分の考えを高める態度の育成のために 

大きな数となかよしになるための「ひみつカード」を作成するという課題をもたせ，学習を進めて

いく。そして，ペア活動での話し合いや作業的体験的な活動を多く取り入れ，活動の楽しさを味わわ

せようと考えた。 

数表のきまりを見つける場面では，「数あて」の活動をゲームとして取り入れることにより，楽し

みながら，１００までの数の順序や系列について考えさせ，理解を深めさせたい。はじめに，ペア活

動で一人が出題者になり，もう一人が解答者になり，数あてゲームをする。次に，全体で答えの見つ

第１学年 単元「大きいかず」 

－抽象化の過程を通して，算数的表現力を高める－ 

① 「１０のまとまり」を意識することで，十進位取り記数法を身につけること。 
② 「１０がいくつと１がいくつ」という意味の理解を理解し，それが日本語の命数法と合って
いることにも気づくこと。 

③ 数の大きさを考えるときに10 を単位にして考えること。 

④ 数を表すためには，棒や○のような半具体物を使えばよいということ 
⑤ 友だちと意見を交流すれば，自分の考えをさらに高めることができるということ 



け方を話し合う。その後，数表の決まりを全体で話し合っていきたい。自分がしたゲームの答えの出

し方を話し合うことによって，聞く方も話す方も，より相手の意見を理解しやすいであろうと考えた。

そして，数表を縦に見る，横に見るなど自分の考えや友だちの考えを比べさせたい。そして，見つか

ったきまりを使って，より難しい数あてゲームをすることにより，算数の楽しさを味わわせ，１００

までの数の構成について感覚を豊かにさせたい。 

 

２ 単元の目標と評価基準 

単元の目標 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解 

１００までの数を 
１０ずつまとめて数え

るよさに気づき，身の

回りからすすんで１０

０までの数を見つけよ

うとする。 

１００までの数を 
「１０といくつと１が

いくつ」という見方か

らとらえることができ

る。 

１００までの数を数字

でかいたり数直線上に

表したりするととも

に，数の大小比較がで

きる。 

十進位取り記数法の仕

組みを理解し， 
１００までの数の表し

方や意味がわかる。 

評価基準 

Ｂ：身のまわりのいろ

いろな数を，10 のまと

まりを意識してとらえ

ようとする。 

 

Ａ：身のまわりのいろ

いろな数を，10 のまと

まりを意識して進んで

とらえようとする。 

Ｂ：10 のまとまりをつ

くる活動を通して，位

取りの考えに気づき，

数字のかき方と対応さ

せて考えることができ

る。 

 

Ａ：10 のまとまりをつ

くる活動を通して，既

習事項を基に位取りの

考えに気づき，数字の

かき方と対応させて考

えることができる。 

Ｂ：100 までの数につい

てよんだり，かいたり，

大小を比べたり，「10 が

いくつ」の合成･分解が

できる。 

 

Ａ：100 までの数につい

て確実によんだり，か

いたり，大小比べたり，

「10 がいくつ」の合

成・分解ができる。 

Ｂ：100 までの数の表し

方，大小比較，順序数

としての役割を理解

し，数についての豊か

な感覚を身につけてい

る。 

 

Ａ：100 までの数の表し

方，大小比較，順序数

としての役割を十分に

理解し，数についての

豊かな感覚を十分に身

につけている。 
 



３ 単元構成

ねらい 表現力を高めるための支援 表現力を高めるための評価

プリンカップを机の上に並べな 大きい数を用いる場面に興味・関心をもった

かずのかぞえかた がら数えることにより，１０のま か。

とまりを作って数える考え方は，

数え棒を数える活動を通して， 数えやすく正確だというよさに気 １０にまとめる考え方のよさを知ることがで1

２０をこえる数の数え方を理解す 付かせる。 きたか。

る。

９９までの数を読むことができたか。

牛乳びんの絵を数える活動を通 大きい数を用いる場面に興味・関心をもつこ

具体物や半具体物を数える活動 して 落ちや重なりがないように とができたか。， ，

を通して，５０をこえる数の数え しるしをつけたり，１０のまとま2

方を理解する。 りを作って整理するとよいことを １０のまとまりをつくって９９までの数を読

思い起こさせる。 むことができたか。

いろいろな数の数え棒を並べ， 数を聞いて，数がよく分かるように数え棒を

数をきいて，数え棒を並べる活 １０のまとまりとばらに着目させ 並べることができたか。

動を通して，２０をこえる数の数 ることによって正確に本数を数え3

え方の理解を深める。 させる。 １０が〇つとばらが△本で「〇じゅう△」と

説明できたか。

位取り板を利用し，１０のまと 数え棒を数えて数字を書き表し，１０のまと

かずのかきかた まりを左に，ばらを右におかせ， まりが十の位，ばらが一の位に対応しているこ

数字と具体物を対応させる。 とが理解できたか。4

数え棒を数えて数字に書き表

し，２位数の十進位取り記数法に

ついて理解する。

１０のまとまりやばらをみせて １０のまとまりやばらに着目して，２位数を

１０のまとまりやばらに着目し から 数字を書かせるようにする 正しく書くことができたか。， 。

て，２位数を数字に書くことがで 数字と実際の数え棒を提示し，5

きる。 確認させる。

数え棒を整理して並べたものと

数字による表し方とをしっかり結 数字を見て正確に数え棒を並べることができ

びつけ，具体的なイメージの」と たか。

もなった２位数の表し方や構成を

理解させる。 となり同士で問題をだしたり，数え棒を並べ

ペア活動を取り入れ，習熟を図 たりする活動ができたか。

る。

１０×１０に配列されたあめの １００という数は「９９より１大きい数 「９」

１００までの数 うちの右下の１こをかくすことに ０より１０大きい数 「１０個のまとまりが１」

よって，１００という数の理解を ０個」ということが理解できたか。6

あめが，１０×１０並んだ絵を 図る。

数える活動を通して，１００につ

いて理解する。
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１から１００までを数表に順序 １０×１０のます目を書いたプ １から１００までの数を数表に正しくかくこ

よく書く活動を通して，１００ま リントを配布し，１から順序よく とができたか。7

での数の順序が理解できる。 かくようにさせる。

児童によってかなり進度の差が

あるので個別指導を重視する。

数表を使ってかずあてゲームを 数表のかくされた数字を見つけるゲームを通

数の表を使って，数あてゲーム させることにより，数字の並び方 して，数字の見つけ方を友達に説明することが

をすることにより，１００までの に目を向けさせる。 できたか。8

数の順序が理解できる。

数字の並び方のひみつを使って，かくれた数

を見つけることができたか。

。形式的な判断だけでなく，具体 １００までの数の大小について理解できたか

数カードを使って大きさ比べを 物や数え棒を使い，１０のまとま

することにとり，１００までの数 りやばらを意識させながら，判断9

の系列 大小について理解できる させていく。， 。

すごろく遊びの時に，５とび， 友だちとなかよく楽しみながらすごろく遊び

すごろく遊びを通して，１００ １０とびの数を考えられるよう ができたか。

までの数についての理解を深め に，５あるいは１０進んだり，も １ずつ数えなくても，次の位置を考えて，こ10

る。 どったりするところがあることに まを動かすことができたか。

前もって気付かせておく。

ゲームを取り入れることで，児 お金を使って考えることができたか。

１０がいくつ 童の関心を高め，１０円玉を握る

ことにより，１０を単位とした合11

おかねの模型を操作することに 成・分解に慣れさせる

より （何十）と（何十）の合成，

・分解ができる。

１００までの数の表のつづきを １００をこえる数についても 数表に書き込

ジャンプ「１００のつぎはなに 書き，１００といくつと考えると むことができたか。

いいことに気付かせる。 １００をこえる数を正確に読んだり，書いた12

１００をこえる数を読んだり， りすることができたか。

書いたりできる。

教科書のページやスーパーのチ 自分たちの身の回りで，１００をこえる数が

身の回りで，１００をこえる数 ラシなど児童がいつも使っている どんなところで使われているか，進んで調べよ

の使われ方を調べ，数字を使うよ 身近なものを扱うことにより，数 うとしたか。13

さに気付くことができる。 の読み方，書き方，使われ方を習 ２位数について，正確に読んだり，書いたり

熟させる。 することができたか。
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４ 指導の実際

解決するために用いる表現（１）

「１０ずつまとめるよさ」具体物ー半具体物ー数字という抽象化のために

プリンカップを使った表現①

「 いくつあるかな 」 「１個ずつ数えたよ 」。 。

「ぼくは，２０ずつ数えたよ 」。

「 個ずつ数えたら，かんたんだ 」10 。

プリンカップを数える活動で，子どもたちは，はじめは１個ずつ並べたり，ぜんぶをひ

10とつに積み重ねたりしていたが，だんだんと１０個ずつまとめるこどもがふえてきて，

が〇つとのこり△と並べる方法がよいことに気づいた。

②いろいろな数を数えていく活動

ずつまとめるよさに10

気づいていく。

数え棒を並べる活動 あめの数を数える活動

解決の過程を振り返るための表現（２）

子どもが主体的に大きな数となかよしになるために〈算数のよさを表現〉

① 毎時間わかったことを，自分のことばでひみつカーひみつカードにまとめる表現

ドにまとめていく活動を取り入れた。

わのせかい ひみつカード

わかりやすく

ともだちのよさ

せいかくに

かんたんに

いつでも
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本時の学習を振り返るワークシートの活用②

交流の場面で検討するときに相手に伝えるための表現（３）

① ペア活動

誰でも自分の考えを話せるように，となりの友だちと，自分の考えを言ったり，相手の

考えを聞いたりする活動を多く取り入れた。

時間を節約するために各個人が名前を書いたシールを持っておき，友だちの考えがわか

， ， 「 。」ったり 合っていると思ったら ワークシートにシール わたしの考えを聞いてください

をはることにした。友だちの考えから，自分の考えを訂正することもできた。

矢印を使った表現②

，自分の考えを友だちに表現する。矢印をつかって

ゲームを取り入れる。

ペアでかずあてゲームをし，次に全体で答えの出し方を話し合う。

矢印を使うと，聞く方も話す方もわかりやすくなる。

表を縦に見たり，横に見たりして，数の並び方を考えることができる。

「 ， ， ， 。」わたしは よこから３４ ３５ ３６と数えます

交流した後，新たな課題に対して適応や発展を（４）

させていくときに用いる表現

子どもが考える作戦名①

作戦名をつけることで，答えの見つけ方をいろいろ考

えることができる。

数の並び方のひみつを使うことによって，もっと難し

い問題も解くことができる。

ひみつカード

下にすすむ

１０ずつふえる
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- 12 - 
 

５ 実践を通して 

 
（１） 成果 

 この実践では，「抽象化」の過程を丁寧に取り扱うことで，数の概念が真に理解できるようにするこ

とが大きなポイントだった。そのために，計算棒やプリンカップといった具体物・半具体物を操作し，

体全体を使って学ぶ算数的活動を，単元全体を通して，系統的・計画的に取り入れた。そのことによ

って，児童は，抽象的な数の概念を，具体的なイメージとつなぎながら理解することができた。 
また，友達と関わり合いながら学ぶことで，自分の理解をより深められるように，ペア活動などの

交流の場も単元を通して，計画的に取り入れた。その際，「ひみつカード」や「数当てゲーム」を導入

することによって，単に児童の興味・関心をひきおこすだけではなく，「楽しみながら考え，わかる」

学習を展開することができた。 
そういった学習を展開するために，「表現力」を切り口にして研究を進めたことによって，話し合っ

たり，交流し合ったりすることで，数学的な考え方を伸ばすことにもつながった。 
 また，既習事項を確実に定着していることや，授業の中で適切な評価を受けることも，表現力を高

めたり，内容を深く理解したりすることに関わる重要な要因である。そこで，評価の仕方についても，

単元全体を見通して計画し，実践を積み重ねた。このことによって，児童はすでに学んだことを生か

しながら，自分なりの表現で交流をし，表現力を高め，数学的な考え方を伸ばすことができたと考え

ている。 
 
（２） 課題 

 今回の実践の中で，課題として残っているのは，「評価」のあり方である。１年生の子どもたちの表

現は，発達段階としての実態で，つたないところがある。そのままでは，ほかの子どもと交流したり，

意見をつなげたり，高め合ったりすることは難しい。そこで必要となるのが，教師が子どもの表現し

ていることを価値付けし，ほかの子にわかりやすい表現の仕方で広げていくこと，つまり「その場で

返す評価」である。 
 単元を通して，十分に汲み取れなかったり，価値づけられなかったりした子どもの考えは多いので

はないかと考えられる。評価の仕方を事前に計画していたとはいえ，そこからはずれたところで，数

学的に価値のある考え方を出す子は必ずいる。「その場で返す評価」は，学習を深いところまで掘り下

げる効果があるということを今回の実践で痛感している。 


